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ィ
ッ
ク
ス
を
追
加
す
る
と
い

っ
た
情
報
可
視
化
を
支
援
す

る
製
品
と
し
て
、
ロ
ゴ
／
タ

イ
ト
ル
ジ
ェ
ネ
レ
ー
タ
ー

「
Ｌ
Ｔ
Ｇ
‐
　
Ｈ
Ｓ
」、
リ
ア

50

ル
タ
イ
ム
情
報
合
成
装
置

「
Ｍ
Ｂ
Ｐ
‐
２
０
０
Ｔ
Ｂ
２
」

を
紹
介
（
写
真
⑦
）。「
Ｌ
Ｔ

Ｇ
‐
　
Ｈ
Ｓ
」
は
、
入
力
映

50

像
信
号
に
カ
メ
ラ
タ
イ
ト

ル
、
日
時
等
の
文
字
、
ロ
ゴ

や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
ス
ー

パ
ー
イ
ン
ポ
ー
ズ
が
可
能
な

Ｈ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
対
応
モ
デ
ル
。

「
Ｍ
Ｂ
Ｐ
‐
２
０
０
Ｔ
Ｂ
２
」

は
、
入
力
映
像
信
号
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ

ィ
カ
ル
で
表
示
、
合
成
で
き

る
。
　
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
な

ど
で
、
映
像
の
長
期
保
存
を

求
め
る
ユ
ー
ザ
が
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
大
容
量
記
録

の
管
理
に
対
し
て
、
監
視
カ

メ
ラ
映
像
長
期
保
管
用
Ｌ
Ｔ

Ｏ
サ
ー
バ
「
Ｌ
Ｔ
Ｓ
‐
　
／
70

　
」
を
提
案
（
写
真
⑧
）。
最

80大
転
送
速
度
３
０
０
Ｍ
Ｂ
／

秒
（
２
・
４
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
）
で
、

Ｌ
Ｔ
Ｏ
７
テ
ー
プ
に
デ
ー
タ

を
保
存
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分

野
は
価
格
要
求
が
厳
し
い

が
、
こ
う
し
た
要
求
に
こ
た

え
る
安
価
、
省
ス
ペ
ー
ス
で

大
容
量
記
録
を
長
期
保
存
で

き
る
。

　
こ
の
他
、
Ｖ
Ｒ
技
術
を
活

用
し
た
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
を
支
援
す
る
製
品
な
ど
も

紹
介（
写
真
⑨
）。
監
視
カ
メ

ラ
映
像
の
利
活
用
を
推
し
進

め
る
製
品
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
の
高
い
関
心
を
集
め

た
。
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し
、
無
線
で
知
ら
せ
る
、
な

ど
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
の

技
術
で
も
可
能
だ
っ
た
。

　
だ
が
、
実
用
化
し
よ
う
と

す
る
と
、
①
受
信
器
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
及
び
外
部
と
情
報

を
や
り
と
り
す
る
イ
ン
フ
ラ

の
構
築
に
要
す
る
費
用
、
②

発
信
器
の
位
置
を
表
示
す
る

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
の
作
成
と

そ
れ
を
常
に
最
新
の
状
況
に

維
持
す
る
費
用
な
ど
、
経
済

的
に
難
し
い
問
題
が
多
く
、

当
面
実
用
化
は
断
念
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。

ス
マ
ホ
の
普
及
や
A
I
技
術

の
進
歩
な
ど
で
状
況
が
変
わ

っ
て
き
た

　
時
は
移
り
、
今
や
多
く
の

人
が
ス
マ
ホ
を
持
ち
、
屋
外

で
は
所
有
者
の
位
置
情
報
を

か
な
り
の
精
度
で
把
握
す
る

こ
と
は
簡
単
に
な
っ
た
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
第
三
者
の

位
置
情
報
も
把
握
可
能
で
、

む
し
ろ
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
の

兼
ね
合
い
が
問
題
に
な
る
よ

う
な
こ
と
に
も
な
っ
て
い

る
。
　
５
年
前
、
こ
う
い
う
状
況

を
前
提
に
、
も
う
一
度
こ
の

種
の
空
間
で
の
消
防
隊
員
の

サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
を
考
え

て
み
よ
う
、
と
い
う
研
究
会

が
（
一
財
）
日
本
消
防
設
備

安
全
セ
ン
タ
ー
で
始
ま
り
、

私
も
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
ス
マ
ホ
の
普
及
で
、
現
在

で
は
以
下
の
よ
う
な
可
能
性

が
出
て
来
て
い
る
。

①
消
防
隊
委
員
の
位
置
情
報

だ
け
で
な
く
、
要
救
助
者
の

位
置
情
報
も
把
握
で
き
る

②
非
常
時
以
外
に
ス
マ
ホ
の

位
置
情
報
を
把
握
し
た
い
と

い
う
次
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が

あ
り
、
そ
の
た
め
に
屋
内
に

整
備
さ
れ
た
環
境
を
、
災
害

時
に
消
防
隊
員
や
要
救
助
者

の
位
置
特
定
に
使
う
こ
と
が

で
き
る

a
・
病
院
な
ど
事
業
所
で
日

常
業
務
を
効
率
化
す
る
た
め

b
・
消
費
者
行
動
の
把
握
な

ど
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の

改
善
の
た
め

　
ま
た
、
ス
マ
ホ
以
外
に
も

I
T
技
術
が
急
速
に
進
歩
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
。

③
隊
員
の
ゴ
ー
グ
ル
内
に
隊

長
等
か
ら
の
指
示
、
脱
出
の

方
向
、
空
気
ボ
ン
ベ
の
残
量

な
ど
を
表
示
す
る

④
暗
い
と
こ
ろ
で
も
情
報
を

収
集
で
き
る
赤
外
線
カ
メ
ラ

な
ど
の
画
像
を
ゴ
ー
グ
ル
内

に
表
示
す
る

⑤
隊
長
等
の
情
報
の
表
示
や

受
発
信
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
う

実
用
化
に
あ
た
っ
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　
以
上
の
よ
う
に
、
今
で
は

　
年
前
に
比
べ
て
遙
か
に
多

20く
の
こ
と
が
期
待
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
実
現
の
た
め
の

ハ
ー
ド
ル
も
下
が
っ
て
き
た

が
、
そ
れ
で
も
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
多
い
。

　
②
の
場
合
に
は
、
模
様
替

え
に
よ
る
室
内
の
壁
の
位
置

の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
は
、

自
主
的
か
つ
速
や
か
に
対
応

し
て
く
れ
そ
う
だ
し
、
a
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
病
院
内

の
医
師
、
看
護
師
や
職
員
、

患
者
等
に
非
常
時
に
も
使
え

る
特
定
の
ア
プ
リ
の
入
っ
た

ス
マ
ホ
を
持
た
せ
る
こ
と
を

前
提
と
す
れ
ば
、
前
記
の
ニ

ー
ズ
に
は
応
え
ら
れ
そ
う
で

あ
る
。

　
だ
が
、
②
の
b
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
特
定
の
ア
プ
リ

を
自
主
的
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
そ
う
い
う
人
を

増
や
す
に
は
い
ろ
い
ろ
と
工

夫
が
必
要
で
あ
る
。

　
要
救
助
者
の
位
置
情
報
の

誤
差
に
つ
い
て
は
、
同
じ
部

屋
の
中
な
ら
多
少
の
誤
差
は

容
認
で
き
る
が
、
別
の
部
屋

に
い
る
よ
う
に
表
示
さ
れ
る

こ
と
は
容
認
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
と
言
っ
て
も
、
あ
ま
り

に
精
度
を
上
げ
過
ぎ
る
と
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
出

て
来
る
。

今
後
の
展
開

　
と
い
う
わ
け
で
、
実
用
化

に
向
け
て
、
ま
だ
い
ろ
い
ろ

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
多
い
。
当
面
、
消
防

隊
員
の
位
置
特
定
シ
ス
テ
ム

や
、
ゴ
ー
グ
ル
内
に
様
々
な

情
報
を
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
、
建
物
側
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
進
む
の
を
待
た
ず
に

消
防
単
独
で
整
備
で
き
る
資

機
材
の
充
実
強
化
が
先
行
す

る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　
だ
が
、
今
回
、
G
空
間
情

報
を
活
用
し
た
先
端
救
助
技

術
の
シ
ス
テ
ム
を
組
み
込
む

た
め
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
や
プ

ロ
ト
コ
ル
に
つ
い
て
、
消
防

側
か
ら
一
つ
の
提
案
が
な
さ

れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
今
後

建
物
側
で
こ
の
種
の
シ
ス
テ

ム
を
整
備
す
る
場
合
に
、
そ

の
気
が
あ
れ
ば
こ
の
シ
ス
テ

ム
を
組
み
込
む
こ
と
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　
５
月
　
日
か
ら
６
月
３
日

31

ま
で
行
わ
れ
る
「
東
京
国
際

消
防
防
災
展
２
０
１
８
」
で

実
演
展
示
も
行
わ
れ
る
。
関

心
の
あ
る
方
は
ご
覧
に
な
ら

れ
た
ら
い
か
が
だ
ろ
う
か
？

　
先
日
、（
一
財
）
日
本
消
防

設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
で
、「
Ｓ

Ｔ
Ａ
Ｒ
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
、
Ｇ
空
間
情
報

を
利
活
用
し
た
先
端
救
助
技

術
シ
ス
テ
ム
の
プ
レ
ス
リ
リ

ー
ス
が
あ
っ
た
。開
発
に
は
、

学
識
経
験
者
や
関
係
業
界
の

ほ
か
、
消
防
庁
や
消
防
機
関

も
関
わ
っ
て
き
た
。
筆
者
も

そ
の
場
に
同
席
し
た
が
、「
よ

う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た
か
」

と
の
感
が
深
か
っ
た
。
本
稿

で
は
、
同
シ
ス
テ
ム
の
内
容

や
開
発
の
意
義
・
経
緯
な
ど

に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た

い
。

地
下
や
無
窓
の
巨
大
空
間
で

の
救
助
活
動
は
極
め
て
危
険

　
地
下
街
な
ど
の
地
下
空
間

や
、
地
下
で
な
く
て
も
デ
パ

ー
ト
な
ど
窓
の
な
い
大
空
間

で
火
災
等
の
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る

消
火
や
救
助
な
ど
の
消
防
活

動
は
、
消
防
隊
員
に
と
っ
て

危
険
き
わ
ま
り
な
い
。
真
っ

暗
な
中
、
濃
煙
と
有
毒
ガ
ス

が
滞
留
し
、
熱
気
が
こ
も
っ

て
高
温
に
な
り
、
安
全
な
地

上
ま
で
長
い
パ
ス
が
あ
る
。

空
気
呼
吸
器
を
使
え
ば
呼
吸

は
で
き
る
が
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

プ
を
使
っ
て
も
濃
煙
で
何
も

見
え
な
い
状
況
は
改
善
で
き

な
い
。

　
無
線
通
信
補
助
設
備
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
が
な
け
れ
ば
、

無
線
で
外
部
と
連
絡
を
取
る

こ
と
も
で
き
な
い
。
地
下
や

無
窓
空
間
で
の
救
助
活
動

は
、
目
と
耳
を
ふ
さ
い
で
活

動
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ

る
。
取
り
残
さ
れ
た
人
を
助

け
る
ど
こ
ろ
か
、
救
助
活
動

中
の
隊
員
が
殉
職
す
る
危
険

性
も
、
通
常
の
建
築
物
の
火

災
に
比
べ
て
遙
か
に
高
い
。

　
こ
の
た
め
、
消
防
法
や
建

築
基
準
法
で
そ
の
よ
う
な
事

態
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た

そ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
る

た
め
、
様
々
な
規
制
を
行
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、近
年
、

こ
の
よ
う
な
懸
念
が
現
実
に

な
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
消

防
隊
と
し
て
は
、
全
く
心
配

が
な
い
と
考
え
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

　
昨
年
の
ア
ス
ク
ル
の
倉
庫

火
災
で
は
、
取
り
残
さ
れ
た

人
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
消

防
隊
は
時
間
を
か
け
て
火
災

を
制
圧
す
る
作
戦
を
と
れ
た

が
、
従
業
員
が
何
人
か
取
り

残
さ
れ
て
い
れ
ば
、
展
開
は

全
く
変
わ
っ
て
い
た
に
違
い

な
い
。

　
ま
し
て
、
地
下
街
や
デ
パ

ー
ト
な
ど
の
火
災
で
は
、
女

性
や
老
人
・
子
供
が
取
り
残

さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
た

め
、
無
理
を
し
て
で
も
救
助

活
動
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

る
可
能
性
が
高
く
な
り
、
そ

の
分
、
殉
職
リ
ス
ク
は
高
く

な
る
。

地
下
で
自
分
の
位
置
や
脱
出

方
向
を
知
る
こ
と
は
で
き
な

い
か

　
地
下
空
間
な
ど
で
救
助
活

動
等
を
行
う
場
合
、
比
較
的

安
全
な
場
所
に
い
る
指
示
役

の
隊
員
と
進
入
す
る
隊
員
と

が
ロ
ー
プ
で
連
結
し
あ
い
、

そ
の
ロ
ー
プ
の
引
っ
張
り
方

で
情
報
を
や
り
と
り
し
て
、

進
む
方
向
、
脱
出
の
タ
イ
ミ

ン
グ
や
脱
出
方
向
を
教
え
る

な
ど
と
い
っ
た
、
古
典
的
な

方
法
が
い
ま
だ
に
使
わ
れ
て

い
る
。

　
科
学
技
術
に
よ
っ
て
何
と

か
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う

声
は
以
前
か
ら
あ
り
、　
年
20

前
に
も
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
検
討
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
消
防
隊
員
に
発

信
器
を
持
た
せ
、
あ
ら
か
じ

め
設
置
し
た
複
数
の
受
信
器

で
情
報
を
受
け
、
そ
の
情
報

を
一
箇
所
に
集
め
て
発
信
器

の
位
置
を
特
定
し
、
現
場
指

揮
本
部
で
は
、
そ
の
情
報
を

二
次
元
画
面
で
把
握
し
、
火

煙
の
拡
大
な
ど
他
の
情
報
と

付
き
合
わ
せ
て
脱
出
の
タ
イ

ミ
ン
グ
や
そ
の
方
向
を
判
断

G
空
間
情
報
を
活
用
し
た
先
端
救
助
技
術

 カ
メ
ラ
映
像
の
活
用
を
提
案

　
　
内
覧
会
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
製
品
を
紹
介朋　
　
栄
　

　
朋
栄
（
東
京
都
渋
谷
区
、

清
原
克
明
社
長
、
℡
０
３
・

３
４
４
６
・
３
１
２
１
）
は
、

５
月
　
・
　
日
の
２
日
間
に

17

18

わ
た
っ
て
、
本
社
内
で
内
覧

会
を
開
催
。
今
回
は
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
関
連
製
品
展
示
エ
リ

ア
が
設
け
ら
れ
、
監
視
カ
メ

ラ
映
像
の
活
用
や
記
録
の
長

期
保
管
な
ど
が
提
案
さ
れ

た
。
今
号
で
は
、
内
覧
会
で

紹
介
さ
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

関
連
製
品
を
紹
介
す
る
。

　
監
視
用
モ
ニ
タ
ー
は
、
朋

栄
Ｙ
Ｅ
Ｍ
エ
レ
テ
ッ
ク
ス
が

取
り
扱
う
、
最
高
級
の
硬
質

ガ
ラ
ス
Ｎ
ｅ
ｏ
Ｖ
光
学
ガ
ラ

ス
を
採
用
し
た
「
Ａ
Ｇ
　
Ｎ

ｅ
ｏ
ｖ
ｏ
シ
リ
ー
ズ
」、高
信

頼
性
と
高
耐
久
性
を
兼
ね
備

え
た
Ｈ
Ｄ
Ｍ
Ｉ
対
応
の「
Ｇ
・

Ｒ
・
Ｉ
・
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
」
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
を
紹
介
（
写

真
①
）。

　
ま
た
、
低
照
度
や
光
源
の

な
い
環
境
下
で
撮
影
し
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
対

し
て
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
製
の
超

高
感
度
カ
メ
ラ
「
Ｈ
Ｂ
Ｃ
‐

３
６
０
０
／
１
２
０
０
Ｃ
」

を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム

を
提
案（
写
真
②
）。
会
場
で

は
暗
室
を
設
け
、
撮
影
環
境

の
暗
さ
を
来
場
者
が
確
認
で

き
る
仕
掛
け
も
用
意
。

　
監
視
カ
メ
ラ
の
運
用
に
あ

た
り
、
霧
な
ど
に
よ
っ
て
映

像
の
鮮
明
度
が
損
な
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
今
回
、
カ

メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
膜
で
覆
っ

て
撮
影
し
た
映
像
と
、
フ
ロ

ー
ベ
ル
製
の
画
像
鮮
明
化
ユ

ニ
ッ
ト
「
Ｍ
ｉ
ｍ
ｉ
ｃ
‐
Ａ

Ｆ
Ｃ
／
Ｈ
Ｄ
」
を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、
映
像
の
鮮
明

度
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
利
点

を
デ
モ
で
提
示
（
写
真
③
）。

　
監
視
カ
メ
ラ
の
高
度
化
が

進
む
中
、
効
率
的
な
映
像
伝

送
が
必
要
と
な
る
。
今
回
、

Ｄ
ｅ
ｊ
ｅ
ｒ
ｏ
社
製
の
Ｈ
・

２
６
５
／
Ｈ
Ｅ
Ｖ
Ｃ
対
応
簡

易
中
継
装
置
「
Ｄ
ｅ
ｊ
ｅ
ｒ

ｏ
　
Ｅ
ｎ
Ｇ
ｏ
」を
展
示（
写

真
④
）。
ラ
イ
ブ
映
像
を
Ｈ
・

２
６
５
／
２
６
４
に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
エ
ン
コ
ー
ド
し

て
、
Ｉ
Ｐ
伝
送
が
可
能
。
デ

ュ
ア
ル
エ
ン
コ
ー
ダ
内
蔵

で
、
送
出
と
記
録
を
異
な
る

ビ
ッ
ト
レ
ー
ト
で
実
行
で
き

る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が

な
い
場
所
か
ら
の
伝
送
に
最

適
。
　
同
社
が
長
年
の
強
み
を
持

つ
画
面
分
割
は
、
Ｏ
Ｎ
Ｖ
Ｉ

Ｆ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ
ｌ
ｅ
　
Ｓ

対
応
の
Ｉ
Ｐ
／
ア
ナ
ロ
グ
混

在
マ
ル
チ
ビ
ュ
ー
ワ「
Ｍ
Ｖ
‐

　
Ｓ
Ｉ
Ｐ
」、Ｓ
Ｄ
Ｉ
対
応
の

16「
Ｍ
Ｖ
‐
１
２
０
０
Ａ
」
を

展
示（
写
真
⑤
）。
Ｉ
Ｐ
カ
メ

ラ
複
数
台
の
入
力
を
一
括
で

表
示
。
Ｉ
Ｐ
カ
メ
ラ
映
像
を

汎
用
の
映
像
信
号
に
変
換
す

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
、
集

中
監
視
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の

最
適
化
に
貢
献
す
る
。

　
港
湾
の
監
視
な
ど
で
発
生

す
る
ブ
レ
補
正
と
し
て
、
電

気
的
に
補
正
す
る
ブ
レ
補
正

装
置
「
Ｉ
Ｖ
Ｓ
‐
７
１
０
Ｈ

Ｓ
」、「
Ｉ
Ｖ
Ｓ
‐
２
０
０
」

の
活
用
を
提
案
（
写
真
⑥
）。

「
Ｉ
Ｖ
Ｓ
‐
７
１
０
Ｈ
Ｓ
」

は
、
Ｈ
Ｄ
／
Ｓ
Ｄ
‐
Ｓ
Ｄ
Ｉ

入
出
力
に
対
応
。
パ
ン
・
チ

ル
ト
の
動
き
は
維
持
し
な
が

ら
、
ブ
レ
の
み
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
補
正
で
き
る
。「
Ｉ
Ｖ
Ｓ

‐
２
０
０
」
は
、
縦
・
横
の

ブ
レ
補
正
に
加
え
、
回
転
補

正
に
も
対
応
す
る
。

　
複
数
テ
キ
ス
ト
や
グ
ラ
フ

　
４
月
　
日
号
の
３
面
記
事

25

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
推
進
へ
決
断
不

足
」
の
記
事
で
、
社
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く

は
ガ
ー
ト
ナ
ー
ジ
ャ
パ
ン
で

す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。 訂

正

①

②

③

④⑤

⑥⑦

⑧⑨


